
第１学年 数学科 学習指導案 

日 時 2026 年１月 15 日（木） 

第５校時 13:30～14:20 

対 象  第 １ 学 年 F 組  ３１名 

会 場 １ 年 F 組 教 室 

１ 単元名 

  ４章「比例と反比例」 比例と反比例の利用 

 

２ 単元の目標 

  ・小学校の学習内容との関連をはかりながら、比例と反比例を式の形で関数として捉えなおすとともに、変

域と比例定数を負の数まで拡張し、それぞれの関数の性質とその調べ方を理解するとともに、事象を数理

的に捉えたり、数子的に表現、処理したりする技能を身に付ける。 

・比例や反比例が日常生活で使われている具体的な事象を考察することを通して、事象から関数関係を見い

だし考察し表現することができる。 

・比例、反比例についてのよさに気付き、学んだことを生活や学習に生かそうとする態度を身に付ける。 

 

３ 単元の評価規準 

ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に学習に取り組む態度 

①関数関係、座標の意味を理解

している。 

②比例、反比例について理解し

ている。 

③比例、反比例を表、式、グラ

フなどに表すことができる。 

①比例、反比例として捉えられる

２つの数量について、表、式、

グラフなどを用いて調べ、それ

らの変化や対応の特徴を見いだ

すことができる。 

②比例、反比例を用いて具体的な

事象を捉え考察し表現すること

ができる。 

①関数関係や比例、反比例のよさに気

づいて粘り強く考えようとしてい

る。 

②比例、反比例について学んだことを

生活や学習に生かそうとしている。 

③比例、反比例を活用した問題解決の

過程を振り返って検討しようとし

ている。 

 

４ 単元指導計画（全２２時間扱い） 

時 目標 学習内容 ・ 学習活動 評 価 

１～３ 身のまわりの問題を解決する

ために、関数の関係にある２

つの数量を見つけることがで

きる。 

・関数の意味を知る。 

・変域の意味と表し方を知る。 

・２つの数量の間に関数の関係

があるかどうかを調べる。 

ア－①【授業観察】 

イ－②【ワークシート】 

４，５ 比例、反比例の意味を理解し、

比例、反比例の関係を式に表

すことができる。 

・比例、反比例の意味を知る。 

・ｙをｘの式で表して、ｙがｘに

比例するかどうか、また反比例

するかどうかを調べる。 

ア－③【ワークシート】 

６ ｘの変域や比例定数を負の数

に広げても、比例の性質が成

り立つことを理解する。 

・ｘの変域や比例定数を負の数

に広げても、比例の性質が成り

立つかどうか調べる。 

 

ア－②【授業観察】 



７ ｙがｘに比例するとき、１組

のｘ、ｙの値から、比例の式を

求めることができる。 

・ｘの変域や比例定数を負の数

の場合を含めた比例の式を考

える。 

ア－③【ワークシート】 

8～10 座標の意味や点の位置の表し

方を理解する。 

比例のグラフの特徴を理解

し、グラフをかくことができ

る。 

・点の座標を求めたり、座標を平

面上の点で表したりする。 

・比例定数が負の数の場合の比

例のグラフをかいて、正の数の

場合との共通点や違いを調べ

る。 

・比例のグラフの特徴をもとに、

グラフをかく。 

 

ア－①【ワークシート】 

イ－①【授業観察】 

ウ－①【授業観察】 

11，12 比例の表、式、グラフを関連づ

けて理解する。また、比例のグ

ラフから式を求めることがで

きる。 

 

・比例の表、式、グラフのどこに

比例定数があらわれるかまと

める。 

・比例のグラフから式を求める。 

ア－③【定期考査】 

イ－①【ワークシート】 

13、14 ｘの変域や比例定数を負の数

に広げても、反比例の性質が

成り立つことを理解する。 

・ｘの変域や比例定数を負の数

に広げても、反比例の性質が成

り立つかどうか調べる。 

ア－②【ワークシート】 

15～17 反比例のグラフの特徴を理解

し、グラフをかくことができ

る。 

反比例の値の変化の特徴を理

解する。 

・比例定数が負の数の場合の反

比例のグラフをかいて、正の数

の場合との共通点や違いを調

べる。 

・反比例のグラフの特徴をもと

に、グラフをかく。 

ア－②【ワークシート】 

イ－①【ワークシート】 

ウ－①【授業観察】 

18 反比例の表、式、グラフを関連

づけて理解する。また、反比例

のグラフから式を求めること

ができる。 

・反比例の表、式、グラフのどこ

に比例定数があらわれるかま

とめる。 

・反比例のグラフから式を求め

る。 

 

ア－③【定期考査】 

イ－①【ワークシート】 

19 身のまわりの問題で、関数の

関係にある数量を見出し、そ

の関係を比例とみなして解決

することができる。 

・行列の待ち時間を予想するた

めに、どんなことが分かればよ

いかを考える。 

イ－②【ワークシート】 

20 身のまわりの問題を比例や反

比例を利用して解決すること

ができる。 

・身のまわりの問題を比例や反

比例を利用して解決する。 

イ－②【授業観察】 



21
（
本
時
） 

身のまわりの問題を、比例の

グラフを利用して解決するこ

とができる。 

 

 

・身のまわりの問題を、比例のグ

ラフを利用して解決する。 

イ－②【ワークシート】 

22 章の問題を解くことができ

る。 

・章の問題を解く。 ウ－③【授業観察】 

ア－①については、定期考査においても、評価する。 

５ 生徒が主体的に学び続けるための工夫（協働的な学び） 

   ・個人での取り組みと協働的な取り組みによる学びを両立することによって、自分の考えたことや工夫し

たことなどをよりよいものにしたり、新たな発見を見いだしたりさせる。 

   ・考え方や発想に幅をもたせ、より思考力を高められる課題や、身近な話題から興味関心を高めさせる課

題など、課題設定を工夫する。 

 

６ 本時の指導（全 22時間中の 21時間目） 

（１）本時の目標 

    ・身のまわりの問題を、比例のグラフを利用して解決することができる。 

（２）本時の展開 

 〇学習活動 ◎主体的に学び続けるための視点 □指導上の留意点 ◆評価 

導入 

（10

分） 

〇比例についての復習をする。 

 （一般式、比例のグラフ） 

 

 

展開 

（30

分） 

〇本時の課題をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇結果を予想する。 

（A）〇〇分くらいかな。 

 

して方程式を立ててみよう。 

（C）速さが分かっているからグラフを書いて考

えると分かりやすい。 

◎様々な解法を考える。また、その際どうしてそ

のような考え方で解くことが出来るのか、とい

う説明もしっかり考える。 

 

 

□うさぎとかめの話を例として提示し、課題に興味

を持たせる。 

 

 

 

 

 

 

 

□様々な考え方を引き出させる。 

□グラフを書いて求める方法が分かりやすいことに

気付かせる。 

 

 

 

□机間指導によって、生徒の状況を把握し、途中まで

できている生徒には、正しい考えであることを伝

え、発表の際に自分の考えを述べやすくしておく。

支援が必要な生徒には、速さと距離の表を作らせ

るなどして、グラフを考えさせる。 

課題：うさぎとかめが競争をします。うさぎとかめはそれぞれ一定の速さで進み、うさぎの 

速さは分速２００ｍ、かめの速さは分速５０ｍです。 

【課題１】うさぎとかめが２０００ｍのコースで競争をします。 

     うさぎはかめよりも速いことが分かっているので、余裕で勝てると思い、昼寝をして 

     ゴールの手前２００ｍでわざとかめを追い越そうと考えました。うさぎは何分間昼寝 

     をすることができるでしょうか。 

 



〇９つのグループに分かれ、自分の考えを互いに

発表し、考えを共有しながら、グラフから読み取

れることを確認する。 

 

 

 

〇ミニホワイトボードに発表内容を書く。 

〇代表生徒に発表させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※時間があれば【課題２】に取り組む。） 

 

◆イ－②【ワークシート】 

□それぞれのグループでしっかり話し合いが行われ

るようにサポートする。 

 

 

 

□自分の考えを基礎的な知識及び技能を活用しなが

らグラフを用いて適切に表現し、相手に説明させる。 

 

□他者の発表を聞き、課題に対する考えを深めさせ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

まと

め 

（10

分） 

〇グラフに書き表せば、グラフからたくさんのこ

とを読み取ることができること、グラフは課題

を解決するための有効な手段であることを理

解する。 

〇本時の振り返りを行う。 

□次回の授業に向けての見通しを確認する。 

 

【課題２】かめは一定の速さで進み、うさぎは１分間走ると４分間休憩することを繰り返します。

このとき、かめがうさぎに必ず勝つためには、ゴール地点をスタート地点から何 m以上のところに 

すればよいでしょうか。 

 


